
■第三セクター等経営健全化方針 取り組み状況（令和5年度）
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① -553,620 -579,473 ×
作業工程の分析による業務改
善

従業員ごとに対応可能な作業の
バラつきや繫忙時間に特定社員に
業務が集中することを防ぐため「1
人三役化」推進。繫忙時の相互応
援態勢を構築した。

④ 28.60 19.27 ○
1人の従業員が2つ3つの業務を
行えるような多能工の育成

一部従業員で取り組みを開始。今
後継続して多能工を増やし、業務
量の平準化・業務効率化を進め
る。

ワークスケジュールの管理

時間外労働の増加傾向を解消す
るため、部門ごとに早出・遅出のシ
フトを固定化し、更に日々の状況
に合わせ出勤時間の変更を行っ
ている。

策定済み

経営健全化方針に従い生産性向上に取り組んでいる。また令和5年度には経営健全化方針を踏
まえた経営改善計画を策定した。新型コロナウイルス感染症は5類へ移行し経済活動の正常化が
見られたが、世界情勢や円安による物価高騰や原材料・エネルギー価格の高騰等、先行きが不
透明な状況が続いている。営業活動による集客増、多能工育成による経費節約の徹底、原価率
の適正化に努め、引き続き健全化方針の取組を行い債務超過の解消を目指す。
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